
Copyright © 2021 Remo.co

Remo Conference 
のご紹介
リアルと変わらない体験をオンラインイベントでも
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オンラインイベントに
おける現状と課題

Challenge
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各種テレワーク向けの補助 各種イベントの中止 

Source: https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC071ET0X00C21A5000000/Source:https://www.walkerplus.com/search/ev entinfo/
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現状と課題

News  Highlight

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC071ET0X00C21A5000000/
https://www.walkerplus.com/search/ev
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現状と課題

オンラインイベントの現状

01. 02.

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、緊急事態宣言が複数

回、発令されるなど、人が集まる「イベント」の開催が難しくなって

います。

一方で、この状況を打開すべく、早くからオンライン上での開催に

切り替えた企業も数多く、オンラインイベントは「ニューノーマル」時

代の新しいイベント文化として広がりつつあります。

アンケート結果によると

94.2%の主催者が「これか

ら検討したい」あるいは「す

でに主催している」と回答。

オンラインイベントの

メリットとして考えられるもの

として集客／マーケティング

面や、コスト面も高く評価。

質問：リアルイベントの開催が難しい現在の状況において、オンラ
インイベントを主催する意向はありますか？

質問：イベント主催者に対してオンラインでイベントを開催す
るメリットはなんですか？

Source: 2020年オンラインイベントに関する調査　Peatix社

https://blog.peatix.com/featured/2020_onine_event_survey.html#h.x0girgjoopor
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現状と課題

主催者にとってオンラインイベント開催しない理由

Source: 2020年オンラインイベントに関する調査　Peatix社

１位: 人と人が実際に会うことが重要だから

２位: オンラインイベントでは感覚的に伝わらないから（音響や味など）

３位: 会場の熱気や、雰囲気が重要だから

４位: オンラインイベントのやり方が分からないから

５位: 動画配信サービスの使い方がよく分からないから

６位: 参加者にアプリなどをダウンロードさせるのが大変そうだから

７位: 集金・マネタイズの方法が分からないから

８位: 登壇者・出演者との調整ができないから

https://blog.peatix.com/featured/2020_onine_event_survey.html#h.x0girgjoopor
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現状と課題

求められるのは、対面のコミュニケーションに近い感覚

7

物産展、ショッピングマート 同窓会・学校行事 結婚式
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“”
REMO IS AN INTERACTIVE VIRTUAL EVENT PLATFORM

参加者の自由度が高く、より対面での会話に近い、

オンラインイベント開催ツール
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数字で見るRemo
Remoは世界各国でご利用されております。

総イベント参加者数：世界122ケ国・＋2,000,000人

総イベント開催者数：世界105ケ国・＋66,000イベント

従業員数：90+

創業年：2019

本社所在国：アメリカ合衆国
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世界中の企業様に導入いただいた実績がございます
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Remoの位置付け

Positioning
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位置付け

Remoで開催するイベントは
アイディア次第！

事例紹介
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1vs1 複数でのネットワーキング

着座でのコミュニケーション
（イベントオーガナイズ/ コラボレーション）

立ち話
（コワーキングスペース）

Remoが解決するオンラインイベント
における課題

● オフラインで求められるような大人数で様々な
単位でのコミュニケーションにおける、
ネットワーキングが求められる課題

● 企画されたイベントとして何かしらのアジェンダの進行が
求められる課題

● 社外の参加者の満足度を高い状態で開催しないといけ
ないイベントの運営が求められる課題

位置付け
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Remo の費用対効果

ROI
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1回大型のオフラインイベント

を開催する場合の一般的な費用相場*

講演会・セミナー 80万円

展示会のブース出展 120万円

企業の周年イベント・パーティー 200万円

物産展 250万円

商品やサービスのPR 350万円

＊Source: アイミツ社調べ

＜一般的な大型のオフラインイベントの費用: 80万円〜350万円＞ ＜一般的な大型のイベント予算内訳＞

＊Source: Eventos調べ

オフラインだと通常50万円〜210万円ほどの会場に費用をかけてイベントを開催していたところRemo だと大幅に費用削減可能。

https://imitsu.jp/cost/event-planning/
https://eventos.tokyo/blog/35
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オンラインイベントで役に立つ
Remoのおすすめ機能のご紹介

Features
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推奨環境
PC、スマートフォンをご利用ください

Mac

対応ブラウザ：

Chrome、

Safari、

Microsoft Edge

iPhone

対応ブラウザ:

Safari

※タブレット端末は非対応です。

Windows 10

対応ブラウザ: 

Chrome、

Microsoft Edge

Android

対応ブラウザ:

Chrome
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おすすめ機能

会話モードとプレゼンテーションモード

交流に適した
会話モード

セミナー聴講に適した
プレゼンモード
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おすすめ機能

会話モード

6マジックナンバーは

多すぎると、特定の人に偏りがち。

６名がグループでの会話に適した数字

だと言われています。

共同編集可能な、ホワイトボード。

チャットの機能 … etc
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おすすめ機能

プレゼンテーションモード

流れがちな質問投稿用のQ&A機能。

主催者に一目瞭然の挙手機能… etc

最大10名の登壇によるパネルディス

カッションも可能。

会場の参加者をステージに招く事もで

きます。



21

おすすめ機能

会場内に協賛企業のロゴの掲示も可能！

スポンサーバナー機能を使えば、会場内に

任意の画像を埋め込むことができます

- バナーはクリックするとポップアップが表

示されます

- 任意のURLを設定できるボタンが含まれ

ます

- その他にも、イベントアンケートやダウン

ロード資料の導線としても使えます



22

おすすめ機能

参加者のイベント滞在時間の分析が可能

取得できるデータ

● アカウント名

● メールアドレス

● イベントの滞在時間

参考｜ダウンロードした開催済みイベントのゲストリストについて

イベント終了後にはゲストリストとして、

参加者の一覧を主催者はダウンロードすることが可能です。

https://help.remo.co/ja-JP/support/solutions/articles/63000257717-%E3%83%80%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%89%E3%81%97%E3%81%9F%E9%96%8B%E5%82%AC%E6%B8%88%E3%81%BF%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88%E3%81%AE%E3%82%B2%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6
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おすすめ機能

カスタマイズはあなたのアイディア次第！
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過去の利用ユースケース

Appendix
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社内での事例

Appendix
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Remoのチームも
リモートファーストなチーム

１週間に一回のHappy Hour（お楽しみタイム）

● 世界30カ国から約100名のメンバーが在宅勤務

● 目的がないとオンライン会議はしないので、

カジュアルに親交を深める時間をあえて作ることが鍵

その他にも
ランチ会や、ヨガ教室などHRのチームが積極的に集まるた

めの時間を作っています。

イベントユース
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展示会形式での事例

Appendix
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懇親会会場としての
事例
Appendix
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企業と学生の
マッチング事例
Appendix

35



36



37

Appendix：機能紹介

交流方法（音声・ビデオ・チャット）

ビデオ/マイクを使ったWeb会議がテーブルご
とに立ち上がります。

チャットは３種類：

● 会場全体、
● テーブルごと、
● ダイレクトメッセージが可能。
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Appendix：機能紹介

Eight/SanSan オンライン名刺交換機能

プロフィールから、

Eight / Sansanのオンライン名刺にアクセ

スが可能。

オンラインイベントで忘れがちな連絡先交

換も、オンライン名刺を交換すれば安心！
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Appendix：カスタマーサービス

安心のサポート体制

WEEKEND!

操作、その他トラブルについては当社ホームページの画面右下の「サポート」からアクセス可能の
チャットサポートがお問い合わせができます。

※日本語：平日10:00~17:00対応（祝日のぞく）
英語：24時間年中無休
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Appendix：サブスクリプションプラン

料金表

弊社Webサイトより詳細をご確認頂けます。https://jp.remo.co/pricing

https://jp.remo.co/pricing
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Appendix：サブスクリプションプラン

NPO・教育機関向けのプログラム

申し込む

非営利団体、教育機関のお客様向けに15%割引の

ディスカウントプログラムを提供しております*

*2020年10月9日以降にご契約に限ります。

https://1ilbvysl.paperform.co/
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Appendix：情報

リンク集

● 参加者用ガイド

● 主催者用ガイド

● 料金表

● オンラインセッション｜次回のプロダクトデモの日程

● FAQ｜よくあるご質問

● ヘルプデスク｜より詳細な使い方記事

https://hi.remo.co/guest-guide-jp
https://hi.remo.co/host-guide-jp
https://remo.co/remo-conference-pricing-japanese/
https://hi.remo.co/Japan-GT
https://remo.co/frequently-asked-questions-japanese/
https://help.remo.co/ja-JP/support/home
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Appendix：お得な情報

45分までのイベントが開催可能なFree Plan

まずは試したい、そんなあなたへ
Free Planを用意しております。

Free Plan

https://jp.remo.co/sign-up
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Humanize Online Experience
リアルと変わらない体験をオンラインイベントでも

本資料は情報提供のみを目的としており、セミナー開催時点でのRemoの見解を基に作成したものです。状況等の変化により、内容は変更される場合があります。

Remoは、本資料の情報に対して明示的、黙示的または法的な、いかなる保証も行いません。
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